
１　学年・単元名　　第３学年　言葉の響きやリズムを味わいながら朗読しよう

『初恋』（話すこと・聞くこと）

２　単元目標
　藤村の恋人への想いを考えて恋文を創作し、それに即した話し方を考えて話し、別の表現から自分の考えをよりよいものにするように聞く。

３　単元内容

　　・藤村の恋人への想いを伝える。

　　・昭和初期の時代にあった言葉を書きだす。

　　・恋文をつくる。

　　・グループで恋文を交流しあう。

　　・自分の発表する姿を動画で確認し、振り返る。

４　本時の目標

・島崎藤村の「初恋」を朗読し、藤村の恋人への想いを手紙にし、仲間に伝えよう。
・教員側準備物

　　○タブレットＰＣ
　　○ワイヤレスでタブレットの画像を映し出せる機器
　　○プロジェクター

　　○スクリーン

５　指導の過程　太字はつまずきに対する手立て
	生徒の学習活動
	指導上の留意点
	評価

	１　前時に学んだ島崎藤村の「初恋」を音読する。

２　藤村の恋人への想いを考える。
	・言葉の大切を感じながら情景を想像し。声に出して読む。


・グループで意見を出しあう。

　この時に昭和という時代背景を大切にする。
	・朗読の仕方に注意している。（プロジェクターで注意点を表示する。）

・時代背景を捉えながら、現代の自分たちの「初恋」との比較ができているかを確認する。



	３　できあがった「恋文」を班で発表する。
	・各班で捜索した「恋文」を発表し、意見を交流する。（タブレットＰＣを利用して「恋文」の発表を班で撮影する。）


・各班で話し合い代表者が全員の前で「恋文」を発表する。

　なぜこの「恋文」を選んだのか理由を明確にし、言葉の大切さを意識して聞き取れるようにする。

（発表はタブレットＰＣのホワイトボード機能を使い、スライドで表示する形をとる。）


	・意欲的に大きな声で、情景や心情が伝わるような音読ができているか。（お互いの読みをタブレットＰＣのカメラ機能を使って撮影する）

・各班でしっかりと意見出し合っているか。

	４　動画で自分の発表する姿を確認し、本時の授業を振り返る。




	・客観的に自分の発表する姿を動画で確認し、仲間に上手に想いを伝えるためにはどうすればいいかを自分自身で考えさせる。
	・興味・関心を持って意欲的に取り組んでいるか。


指導事例集ｐ．１９





生徒に見られるつまずき


　相手や場に応じて話し方を考えて話し、相手の表現から自分の考えをよりよいものにするように聞くことができない


つまずき解消に向けた指導のポイント


　説明している様子や話し合いの様子を動画撮影し、動画を見ながら振り返りをすることで、話した内容や話し方をよりよいものにすることができるようにする。





藤村になりきって「恋文」を創作する。





タブレットＰＣ使用





・他人の読みを自分の読みにつなげていく。


・自分たちで考え、自分たちで創作した「恋文」を発表しあうことで興味関心を深めていく。





タブレットＰＣ使用





タブレットＰＣ使用





タブレットＰＣ使用





・自分の思いを根拠をもとに的確に、大きな声で他人に伝えるための手だてをワークシートにまとめる。








